
この講座は ｢ 悲嘆 ( グリ ー フ) ｣ に寄り添う上で必要な事柄を学ぶことができる

悲嘆のケアに熟知 した専門家による5 匝l の連続講座です｡

注> 1 回目のみ､ 2 回目のみ ､
とい っ た参加も可能です

日時 . 三: l 選呂

尋

⊥豪

口 平成2 4 年9 月2 5 日 高橋聡美 ｢悲嘆 ( グリ ー フ) の基礎知識

(火曜日) ( つくば国際大学 教授) ′ 〉 支援の前に押さえて

夜 7 時 ～ 9 時 おきたいこと ～

｣

2 平成2 4 年1 0 月5 日 黒川雅代子 ｢遺族のグル ー プサポ
ー

トの

(金曜日) ( 龍谷大学短期大学 方法とその コ ツ｣

夜 7 時 ～ 9 時 准教授)

去;;二.二
3 平成2 4 年1 0 月2 6 日 石井千賀子 ｢家族が行万不明にな っ た時 零ぎ

(金曜日) ( ル ー テル学院大学T E LL カウ ′ ) 家族療法の立場から考える

夜 7 時 ～ 9 時 ンセt｣ ング 家族療法家)
子どもの支援 ～ ｣

【

4 平成2 4 年1 1 月9 日 村上典子 ｢遺族が医療機関を利用する時

(金曜日) ( 神戸赤十字病院 ～ 心療内科医の樺験から ～ ｣

夜 7 時半 ′ 〉 9 時

( 開始時間 にこ注意下さい)

心療内科部長)

5 平成2 4 年1 2 月1 4 日 瀬藤乃理子 ｢支援者の共感性疲労への対処

( 金曜日)

夜 7 時 ～ 9 時

( 甲南女子大学 准教授) ～ 長期の支援に役立つスキル ～ ｣

場所 : い ずれの国も 仙台市シルバ
ー セ ンタ ー 第 1 研修室 (J R 仙台駅から徒歩7 分)

宮城県仙値 市青葉区花京院1
~ 3 ~2 電話 0 2 2 L 2 1 5 ~3 1 9 1 h u p‥// v w ･ S e n d d

-

h v v ･ O rj p/ silv e r ･h

犠
対象 : 被災者やご遺族の 支援 に携わ っ ている方､ こ遺族のケアに関心 のある方､ 学生も可

ち
､

･ 研修会終了後 ､ こ希望の万には講師を交えた簡単な懇親会がこざい ます｡



講師のご紹介

< 9 月2 5 日 講 師ご紹介 > 高橋 聡美 先生
つくば国際大学 看護学科 教授

スウェ ー デンおよびアメリカで子どもの クリ ー

フサポ ー トに ついて学J丸 長年にわたり仙台クリ ー

フ

ケア研究会の メン/ ト として 遺族のわからあいの会に携わる｡ 2 0 1 0 年に子どものための グリ
ー

フプ

ロ グラムを仙台で開催し､ 森災後は子ども達のグリ
ー

フサポ ー トを被災地各地で展開すべく活動中｡
2 0 1 2 年5 月に著書 『グリ ー

フケア : 死呂" こよる悲嘆の援助』 をメ ヂカル フレン ド社より出版｡

< 1 0 月5 日 講師ご紹介 > 黒 川 雅代子 先生
龍谷 大学短期大学部 社会福祉学科 准教授

龍谷大学で遺族会 ｢ ミトラ｣ を運営する他､ ㈱公益社遺族会 ｢ ひだまりの会｣ ､ 遺族会 ｢神戸ひま

わりの会｣ など､ 長年､ さまざまな遺族会を通 して遺族へ のグル ー プ支援活動を行 っ ている ｡ その他 ､

京都府警察被害者等支援ア ドJてイヴ ー

､ 日本D M O R T 研究会 ( 災害死亡者家族支援チ ー

ム) 監事を務

め､ 病死の遺族だけでな< ､ 災害時や突然死など､ さまざまな遺族 へ の支援経験をもつ ｡

< 1 0 月2 6 日 講師 ご紹介 > 石井 千賀子 先生
ル

ー

テル学院大苧 東京女子大学 非常勤講師 T E L L カウンセリング･ センタ
ー 家族療法臨床家

米国B u tl e r 大学大学院にて夫婦家族療法の修士号を取得 ｡ ル
ー

テル学院大学附属人間成長 とカウンセ
t｣ ンク研究所(P G C ) にて ｢ だい じな人を⊂< した子どもの 集まり｣ を1 9 9 8 年に発足 し､ 子どもと保護

者のための グル ー プ活動とその研修に携わる｡ また､ 複雑な悲嘆を体験 して いる家族に家族シ ステムの

視点か らグリ ー

フ ･ カウンセリ ングを行う｡ 2 0 1 2 年3 月 ､ 行方不明者家族の支援を学ぶため渡米｡ .

< 1 1 月9 日 講 師ご紹介 > 村上 典子 先 生
神戸赤十字病院 心療内科部長 ､ 心療内科医

心療内科の臨床を通 して ､ 病死 ､ 自死 ､ 事故､ 災害など様々な遺族の グリ ー フケアに携わる｡
J R 脱線事故 ( 2 0 0 5 年) を契機に ｢ 災害急性期からの遺族へ のグリ

ー

フケア｣ をめざして ｢ 日

本D M O R T (災害死亡者家族支援チ ー ム) 研 究会｣ を救急医らと共に設立 し (2 ∞ 6 年) ､ 事務局

長を務める｡ ｢ グリ ー

フケア｣ に関する講演を全国でおこない ､ ネ ッ トワ ー クを広げている｡

< 1 2 月1 4 日 講師ご紹介 > 瀬藤 乃 理子 先生
甲南女子 大学者護リハ ビリテ ー ション学部 進数授

長 い間､ 終末期の子どもたらや､ 子どもを亡< されたこ遺族への支援に携わっ ているほか､

悲嘆のケア や複雑性悲嘆の診断などに関する数多< の執筆論文がある｡ また ､ 支援者へ の支援

と して ､ 今､ 欧米で 注目をあびているマイ ンドフルネス という考え方を取り入れたセルフケア

の方法を広げて いる ｡

主催 : 仙台クt｣ -

フケア研究会

J D G S ( J a p a n Di s a st e r G ri ef S u p p o rt) プ D ジ 工 ク ト

後援 : みやぎ心 のケアセ ンタ ー

仙台市精神保健福祉総合セン タ
ー

宮城県医師会 仙台市医師会 仙台市立病院

* J D G S (J a p a n Di s a st e r G ri e f S u p p o rl) プロジ ェ クトは､ 東日本大震災後､ 震災の こ遺族

支援する1E めに立ち上が っ たプロ ジ ェ クトです｡ 詳し< (a:J D G S の H P ｢ 震災で大切な人を亡<

された方を支援するためのク エ フサイト｣ 出師:/ / 如 こをこ覧< ださい ｡




